
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

超高齢社会の中、高齢者が自ら自分らしい生活が人生の最後まで続けることができるよう、横浜

市をはじめ、全国で地域包括ケアシステムの構築を推進しています。 

今回のワークショップは「転倒予防・尿失禁予防」がテーマ！ 

地域で一次予防・二次予防に係わっている運動指導者や介護予防従事者の方々へ向け、介護予防

運動の知識技術向上のステップアップを目的としたワークショップです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康 

長寿 

開催日 第 2回：平成 30年 9月 30日(日) 9時～17時 00分 

     第 3回：平成 30年 10月 21日(日) 9時～17時 00分 

主催：公益財団法人横浜市体育協会 

※この講座は、健康運動指導士及び健康運動実践指導者の登録更新に必要な履修単位として 

講義：３．０単位 実習：４．０単位が認められます。（認定番号：１８６４５２／１８６４５３） 
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うつ・認知 

転倒骨折 

ロコモティブ 

シンドローム 

介護予防運動 

ワークショップ 

地域健康づくり指導者 

介護予防従事者のための 



１ 講座内容 

    超高齢者社会を迎える現代では、高齢者が日常生活をより充実させ、住みなれた場所で安心して暮らせ

る環境づくりは、「健康寿命延伸」には欠かせないもののひとつです。今回は「転倒予防・尿失禁予防」をテ

ーマに、運動の理論・エクササイズの考え方と実技、応用及び各運動の留意点について、地域指導者や介護

予防従事者の方々等を対象に、指導のステップアップを目的としたワークショップ講座を開催します。 

※この講座は、健康運動指導士及び健康運動実践指導者の登録更新に必要な履修単位として 

    講義：３．０単位 実習：４．０単位が認められます。（認定番号：１８６４５２／１８６４５３） 

 

２ 募集人数：各回３０名（先着順） 

（１）受講者は申込み用紙の提出後、当協会にて確認のうえ通知いたします。 

（２）募集人数になり次第、締め切らせていただきます。 

 

３ 会場：（公財）横浜市体育協会地下会議室 

   横浜市中区尾上町６－８１ニッセイ横浜尾上町ビル 

＊アクセスマップ http://www2.yspc.or.jp/ysa/map/index.html 

＊ＪＲ「関内駅」及び横浜市営地下鉄「関内駅」より徒歩５分 

＊みなとみらい線「馬車道駅」より徒歩５分 

 

４ 受講対象区分・条件 

（１）対象Ａ：横浜姿勢・歩行運動指導員認定登録者（サポーター及びアドバイザー） 

（２）対象Ｂ：横浜市スポーツ人材活用システム登録者 

横浜市体育協会主催「健康体力づくりインストラクター養成講座」修了者 

（３）対象Ｃ：健康関連資格（健康運動指導士、健康運動実践指導者、スポーツリーダー、健康福祉運動指導 

者等）を有し、横浜市内及び地域において健康体力づくり、介護予防運動指導をしている方。 

 

５ 受講料※傷害保険料・テキスト代込 

（１）対象Ａ：２，０００円 （２）対象Ｂ：３，０００円 （３）対象Ｃ：７，０００円 

 

６ 申込方法  ※期限必着 郵送または FAX。 

所定の申込書に必要事項を記入の上、 

第 2回：平成３０年８月３１日（金）まで 

第 3回：平成３０年９月２１日（金）までにお申し込みください。 

 

  

７ 受講料の納入方法 

受講決定通知書を申し込み後に当協会が発送します。 

お知らせする口座へ受講料をお振込みください。 

  

８ 申し込み・問合せ 

公益財団法人横浜市体育協会 健康づくり事業課 

〒２３１－００１５ 横浜市中区尾上町 6-81ニッセイ横浜尾上町ビル  

TEL０４５－６４０－００１４ FAX０４５－６４０－００２４ 平日９：００～１７：００ 

申込書はコピー又は当協会ホームページ添付資料を使用してご記入ください。 

プログラムの応用に

何かいいものはないか

な？ 

http://www2.yspc.or.jp/ysa/map/index.html





